
（2） 2011.　12.　11凡例　対対象　日日時　場会場　内内容　講講師　定定員　費費用　申申し込み　問問い合わせ

その他　113億円その他　113億円
その他　19億円
（議会､産業振興）
その他　19億円
（議会､産業振興）

一般会計
歳入
1366億円

一般会計
歳出
1331億円

市税
664億円
市税
664億円

国庫支出金
211億円
国庫支出金
211億円

都支出金
152億円
都支出金
152億円

繰越金
46億円
繰越金
46億円

繰入金
84億円
繰入金
84億円

市債
69億円
市債
69億円

使用料･手数料
27億円

使用料･手数料
27億円

福祉のため
589億円
福祉のため
589億円

市政運営
のため
237億円

市政運営
のため
237億円

教育のため
142億円
教育のため
142億円

道路･公園等
整備のため
127億円

道路･公園等
整備のため
127億円

保健衛生･環境のため
109億円

保健衛生･環境のため
109億円

市債の返済のため
61億円

市債の返済のため
61億円

消防･防災のため
47億円

消防･防災のため
47億円

差引収支
35億円

※金額は、表示単位未満を四捨五入しています。

（２０１１年３月３１日時点）
【負債の部】【資産の部】
Ⅰ流動負債 １１９億円Ⅰ流動資産 ２４３億円
Ⅱ固定負債 １４４２億円　うち現金預金 ９７億円
　うち地方債・長期借入金 １２３０億円Ⅱ固定資産 ７２３９億円
　うち退職手当引当金 ２１１億円　１.事業用資産 ４４８４億円
負債の部合計 １５６１億円　２.インフラ資産 ２５５９億円
【純資産の部】　３.投資その他の資産 １９６億円
　純資産 ５９２５億円　　うち基金積立金 １９０億円
純資産の部合計 ５９２５億円Ⅲ繰延収益 ４億円
負債・純資産の部合計 ７４８６億円資産の部合計 ７４８６億円

２０１０年度の決算状況をお知らせします お問い合わせは、財政課（辺辺７２４・２１４９返７２４・１１７２）へ。

歳入歳出決算状況

　市では１年間にどれくらいの収入があり、何にいくら使ったかという「こづかい帳方式」で経理を行っています。この方式は、現在どれだけの資産や借金があるのか、
行政サービスを提供するのにどれくらいのコストがかかっているのか分かりにくいのが難点です。そこで、「民間企業方式」の決算報告書を一般会計とすべての特別会計、
町田市が加入している一部事務組合や関連する団体を合算した「連結財務諸表」として作成しました。

貸借対照表　－住民サービスを提供するためにどれだけの財
産を持ち、その資産形成はどのような資金でまかなったか－

純資産変動計算書　－貸借対照表上の純資
産が１年間にどのような要因で増減したか－

連結財務諸表 渇　町田市の決算を民間企業方式で見ると、どうなっているでしょうか

主要な事業と決算額 渇　市民の皆さんに納めていただいた市税は、このような事業に使われました

主な財政指標 渇　町田市の財政状況を表す数値を見てみましょう
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財政再生基準早期健全化基準２００９年度２０１０年度
２０．００％１１．２５％－％－％実質赤字比率
３５．００％１６．２５％－％－％連結実質赤字比率
３５．０％２５．０％１．６％－０．１％実質公債費比率

３５０．０％－％－％将来負担比率

経営健全化基準２００９年度２０１０年度

２０％
－％－％病院事業会計
－％－％下水道事業会計
－％－％忠生土地区画整理事業会計

　家計にたとえ
ると、毎月の給
与収入に対する
食費や光熱水
費、ローンの返
済など毎月必ず
支出が必要な経
費の割合にあた
り、財政の余裕
度を示す指標で
す。

経常収支比率 健全化判断比率
　一般会計だけでなく特別会計を含めた赤字額、
公社・第三セクター等を含めた借金返済の単年度
負担や将来負担の大きさを数値化したものです。
※「－％」は、赤字や将来財政を圧迫する将来負担がないことを表しています。
※実質公債費比率は、値が低いほど公債費（地方債の元利償還金）に対して財政的な余力があることを表しています。
※「早期健全化基準」は財政破たんの「イエローカード」、「財政再生基準」は「レッドカード」にあたる数値です。

（２０１０年４月１日～２０１１年３月３１日）
前期末残高（２０１０年３月３１日時点） ５９７１億円
当期変動額 △４６億円
　固定資産等の増減 ５２億円
　その他内部取引による増減 △３０億円
　当期収支差額 △７１億円
　その他の増減 ３億円
当期末残高（２０１１年３月３１日時点） ５９２５億円

資金不足比率
　市が経営する公営企業の資金不足の大きさを数
値化したものです。
※「－％」は、資金不足がないことを表しています。
※「経営健全化基準」は経営破たんの「イエローカード」にあたる数値です。

　歳入は、景気後退の影響で市税収入が１６億円減った一方で、子ども手当制度の新設などにより、国や都から
の収入が７２億円増え、全体では前年度より５０億円増えました。
　歳出では、定額給付金の支給終了などにより、市政運営のための支出が２６億円減った一方で、子ども手当の
支給や生活困窮者への支援など、福祉のための支出が１２６億円増え、全体では前年度より６１億円増えました。

＜地球温暖化対策＞
　○市と市民による電気自動車のカーシェアリングを実施 ２３０５万円
＜みどり豊かなまちづくり＞
　○薬師池西公園・三輪緑地の用地整備 ５億６２５８万円

環境先進都市をつくる ＜町田を元気にする地域経済の活性化＞
　○「町田ツーリストギャラリー」の開設 ２４８０万円
　○新庁舎の建設工事や移転に向けた準備を実施 １７億２７２７万円
　　（２０１２年７月開庁予定）
＜中長期を見据えた行政経営改革＞
　○２０１２年度からの新しい中長期計画の策定に着手 ３９７５万円

地域経済の活性化と行政経営改革

＜文化・芸術によるまちづくり＞
　○鶴川緑の交流館の建設工事に着手（２０１２年度開館予定） ４億５５０５万円
　○忠生市民センターの事業用地を購入 ２億１４２１万円
＜スポーツによるまちづくり＞
　○スポーツを観て楽しむ環境づくり １１億９１３７万円
　　（小野路公園野球場・野津田陸上競技場・総合体育館の整備）

夢のあるまちづくり
＜子育て・子育ち支援＞
　○２０年間期間限定認可保育所３園の整備費等を補助 １億６６３２万円
　○大蔵保育園の改築（２０１１年４月新園舎開園） ３億４８６万円
　○小・中学校９校の耐震工事を実施 ５億３２１０万円
　　（２０１０年度で市立小・中学校の耐震化率１００%を達成）
　○小山中学校の建設工事に着手（２０１２年４月開校予定） ６億８１４６万円
　○子ども手当の支給 ７４億１０１９万円
＜安心して、安全に暮らせるまちづくり＞
　○特別養護老人ホーム５施設（５１４床分）の整備費等を補助 ６億７５２１万円

暮らしの安心・安全をつくる

キャッシュ・フロー計算書　－市のどのよ
うな活動で資金（現金）が使われ、増減したか－

（２０１０年４月１日～２０１１年３月３１日）
　Ⅰ行政サービス活動
　収入（市税など） ２１４３億円
　支出（扶助費、人件費など） ２０６１億円
行政サービス活動収支差額 ８２億円
Ⅱ社会資本整備等投資活動
　収入（国庫・都支出金など） １６９億円
　支出（投資的経費など） ２６１億円
社会資本整備等投資活動収支差額 △９２億円
　Ⅲ財務活動
　収入（市債） １１８億円
　支出（公債費〈元金〉） １１５億円
財務活動収支差額 ３億円
収支差額合計 △７億円
前年度からの繰越金 １０４億円
形式収支 ９７億円

行政コスト計算書　－１年間の行政サービスに
要した費用とその財源としての収入はどれくらいか－

（２０１０年４月１日～２０１１年３月３１日）
【通常収支の部】
Ⅰ行政収支の部
　１.行政収入（市税など） ２１５０億円
２.行政費用（扶助費、物件費など） ２１９０億円
行政収支差額 △４０億円
Ⅱ金融収支の部
　１.金融収入（受取利息、配当金） １億円
　２.金融費用（公債費〈利子〉） ２８億円
金融収支差額 △２７億円
通常収支差額 △６７億円
【特別収支の部】
　１.特別収入（固定資産売却益など） ２億円
　２.特別費用（不納欠損額など） ６億円
特別収支差額 △４億円
当期収支差額 △７１億円
※行政コスト計算書の費用には、現金支出を
伴わない減価償却費等が含まれています。 ２０１０年度の決算状況や財務諸表の詳しい内容は、冊子「町田市

の財政」でお知らせしています。町田市ホームページや市政情
報やまびこ、市内各図書館で１２月１５日からご覧いただけます。

渇　一般会計の２０１０年度の収支は３５億円の黒字でした
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国民健康保険 介護保険 病院
※1

下水道

※1病院歳出決算額には現金支出を伴わない減価償却費等が含まれています。
※2その他＝後期高齢者医療、受託水道、忠生土地区画整理、老人保健医療

一般会計・特別会計の歳入歳出決算額

歳入
歳出

億円

　本紙２０１０年１２月１１日号でお知らせした２００９
年度の連結財務諸表とは、様式を変更してい
ます。詳細は、冊子「町田市の財政」をご覧
下さい。


